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本論文では, 友愛数をテーマとしている. ある 2つの自然数が友愛数であるとは, 一方

の約数の和が他方の約数の和であり, さらにその値が 2つの自然数の和にもなるときをい

う. 友愛数の組を生成する定理は, サービットの公式や次に述べる定理など, いくつか知

られている.

定理 3. n ∈ Nとする.また, 
p = 3 · 2n−1 − 1

q = 35 · 2n+1 − 29

r = 7 · 2n−1 − 1

s = 15 · 2n+1 − 13

とする. このとき, p, q, r, sがすべて素数ならば,

(M,N) = (2npq, 2nrs)

は友愛数の組である.

本論文の主定理は, 定理 3において, 2n−1を u, 2n+1を vと一般化した次の定理である.

定理 4. w > 1をとり, u, v ∈ Nを, w2 = uv, 2 ≤ u < vを満たすようにとる. また,

B = 2w − σ(w)とおき,

21u(5v − 4)B = 2w(5u+ 25v − 21)

を満たすと仮定する. さらに, 
p = 3u− 1

q = 35v − 29

r = 7u− 1

s = 15v − 13

とする. このとき, p, q, r, sがすべて素数で, かつ, gcd(w, p) = gcd(w, q) = gcd(w, r) =

gcd(w, s) = 1ならば,

(M,N) = (wpq, wrs)

は友愛数の組である.

さらに本論文では, 定理 3について, 次も示している.

定理 5. 定理 3は n ̸= 2のとき, 友愛数の組を与えない.
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